
 

 

 

 

 

 

 

 

★ 会長の時間 ： 鈴木信男会長       

            今日は職場訪問ということで、例会で利用している大船渡市魚市場の見学といたし 

            ました。 

            この後、市場の担当者から説明していたただきます。市場の現況や最近の不漁原因 

            についてお話を聞いてみたいと思います。 

             これから 50 周年記念事業が控えております。 

            その中で桜の植樹関係の作業を計画しております。時期的には 3 月末ごろを予定し 

            ていますので、会員の皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

             ◆◆◆   幹事報告  ◆◆◆ 

 

１ ハ イ ラ イ ト よ ね や ま 238号が届いています。  

 ：：今月のトピックス：：  

  ・第４代よねやま親善大使を募集 

  ・海外応募者対象奨学金申し込み状況 

  ・寄付金速報 ― 前年度に比べてやや減少 ― 

  ・2020-21年度地区米山奨学委員長セミナーを開催 

  ・ロータリーの輪で実現「こころのサンタ運動 in 千葉」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・ 例 会 記 録 ・・・ 

           １月第３週例会 ２０２０年 １月１６日（木）  

ソ ン グ ： それでこそロータリー    ボックス ：２２，０００円 （報告者 松田福美会員） 

お客様紹介 ： 大船渡魚市場専務 佐藤光男様 

本日出席率 ： ５２．９４％ 前回修正後６２．７５％（ﾒ―ｸｱｯﾌﾟ１名）   (報告者 木下彰則会員） 
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  未来につなげよう 

 

 

2018~2019 年度 

大船渡西ロータリークラブ会報 



 

            ◆◆◆   本日のプログラム  ◆◆◆ 

             職業奉仕アワー ： 大船渡市魚市見学 

    

★ 大船渡魚市場専務 佐藤光男様講話    

               

                スライドを見ながらお話しして頂きました。 

 

 

 

 

 

                 大船渡魚市場株式会社 

  

 

 

 

 

 

 

 

・ 昭和 22 年頃、大船渡湾には４市場があり戦後の混乱を乗り切り復興の兆しが見え始めた時期であったが、 

  「魚類統制全廃」「経済不況」で買受け人は回収不能が多発、市場は多額の負債を抱え生産者への支払いが 

   滞り営業休止。 

・ 町が主体となり４市場を統合し、株式会社方式で昭和 26 年 6 月 13 日会社設立。 

初代社長は橋爪由也氏 

・ 1974 年(昭和 49 年）～1983 年(昭和 58 年） 

 オイルショックが起因となり、中央取引先の不渡り手形を抱えた地場水産会社の関連倒産により、その

手形を割引販売していた市場は 10 億円の不良債権を抱え、再建 10 年計画を余儀なくされる。 

・ 増資により最大株主数は 652 名となる。卸売市場＝「市民の共有財産」 

・ 1980 年(昭和 55 年）放流秋サケ会期で岩手県内市場のすべてが好景気となる。 

・ 大船渡港の最大水揚げ数量 1984 年(昭和 59 年）76,525t  

     最大水揚げ金額 1992 年(平成 4 年）88 億⒎556 万円・・岩手県最南端のローカル市場 

・ 2011 年(平成 23 年)3 月 11 日東日本大震災で市内全域で未曽有の被害、特にも浜辺に集積している 

水産業は壊滅状態となる。 

 

・ 大船渡湾は岩手県で一番海岸線が長い  平均水深２０Ｍ 気仙沼の倍 

 ・ ITを利用した効率化と情報発信のシステムは、各地の市場から注目をされている。(日本初） 

 

 魚市場整備の基本方針 

  ① 水揚げ増強による水産物の安定供給 

  ② HACCP対応型魚市場の整備 

  ③ 地域の賑わい拠点を形成する拓かれた市場の実現 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


